
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 312 

令和５年度 音楽科 

 

教科  芸術 科目 音楽Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 ＭＯＵＳＡ１（教育芸術社） 

副教材等 プリント教材等 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歌うこと、楽器を演奏すること、音楽をつくること、音楽を聴くことの４つの分野を年間通して 

 学習します。 

・学習の到達度は、授業で配布するワークシートや実技テストで評価します。 

・音楽の学習は、ともに実際やってみて、試してみてこそ価値あるものとなり、そうして感性が 

豊かになります。 

・音楽が、生涯ずっと、みなさんの心の支えとなり、生きていく力となることを願っています。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、 

創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と幅広く関わり、理解

を深める。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

 Ａ表現（歌唱、器楽、創作） 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 

c:主体的に学習に取り組む態

度 

観
点
の
趣
旨 

・曲想と音楽の構造や、文化

的・歴史的背景との関わり

及び音楽の多様性などにつ

いて理解を深めている。【知

識】 

 

・創意工夫を生かした音楽表

現をするために必要な技能

を身に付け、歌唱、器楽、

創作などで表している。【技

能】 

音楽を形作っている要素や要

素同士の関連を知覚し、それら

の働きを感受しながら、知覚し

たことと感受したこととの関

わりについて考え、どのように

表すかについて表現意図をも

ったり、音楽を評価しながらよ

さや美しさを味わって聴いた

りしている。 

主体的・協働的に歌唱(器楽、

兵作)分野の学習活動に取り組

もうとしている。 
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Ｂ鑑賞 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 

c:主体的に学習に取り組む態

度 

観
点
の
趣
旨 

・曲想や表現上の効果と音楽

の構造との関わりについて

理解している。 

・音楽の特徴と文化的・歴史

的背景、他の芸術との関わ

りについて理解している。 

・我が国や郷土の伝統音楽の

種類とそれぞれの特徴につ

いて理解している。 

 

(「技能」に関する評価基準は

設定しない。) 

音楽を形作っている要素や要

素同士の関連を知覚し、それら

の働きを感受しながら、知覚し

たことと感受したこととの関

わりについて考えるとともに、

曲や演奏に対する評価とその

根拠について考え、音楽のよさ

や美しさを自ら味わって聴い

ている。 

主体的・協働的に鑑賞の学習活

動に取り組もうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 

学 

期 

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て 

表
現
を
工
夫
し
よ
う 

【歌唱】 

校歌 

翼をください 

ハナミズキ 

ひまわりの約束 

a:曲種に応じた様々な発声の 

 方法について学び、歌えてい

る。 

b:曲の性格を捉え相応しい表現

になるよう工夫している。 

c:自ら進んで技術を向上させて

いる 

 

実技テスト 

観察 

演奏の聴取 

ワークシート 

演奏の聴取 

出席状況 

授業態度 

ワークシート 

リ
ズ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を 

楽
し
も
う 

【器楽】 

リズム・アンサンブル 

a:リズム譜の読み方を理解し 

演奏できている 

b:周囲の音を聴き、強弱や速度を

合わせるよう工夫している。 

c:自ら進んで技術を向上させて

いる 

 

実技テスト 

観察 

演奏の聴取 

ワークシート 

演奏の聴取 

出席状況 

授業態度 

ワークシート 
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２ 

学 

期 

ギ
タ
ー 

【器楽】 

ギター入門（単旋律） 

スケール 

喜びの歌 

a:楽器の構造を知り基本的な 

奏法を身に付け、曲を演奏す

る。 

b:楽譜の見方を理解し演奏でき

る。 

c:楽器を丁寧に扱って演奏して

いる。 

 

実技 

小テスト 

観察 

演奏の聴取 

ワークシート

演奏の聴取 

出席状況 

授業態度 

 

ギ
タ
ー ア

ン
サ
ン
ブ
ル 

【器楽アンサンブル】 

茶色のこびん 

a:より広い音域の運指とリズム

パターンを理解し、演奏でき

る。 

b:周囲の音を聴き、タイミングを

合わせて演奏できる。 

c:アンサンブルを重ねる中で、強

弱や速度などを工夫して演奏

している。 

 

実技 

小テスト 

観察 

演奏の聴取 

ワークシート

演奏の聴取 

 

観察 

出席状況 

授業態度 

 

日
本
語
の
美
し
い
語
感
を 

生
か
し
て
表
現
し
よ
う 

【歌唱】 

まちぼうけ 

 

 

 

 

 

 

a:曲想を歌詞や背景と関わらせて、イ

メージを持って音楽表現するために

必要な発声、日本語の発音、呼吸法、

読譜などの技能を身に着けている。 

 

b:速度、旋律、強弱を知覚し、それら

の動きが生み出す特質や雰囲気を感

受し、どのように歌うかについて表現

意図を持って歌えている。 

 

c:曲想を歌詞が表す情景や心情に関

心をもち、イメージをもって歌う学習

に主体的に取組もうとしている。 

実技テスト 

ワークシート 

ワークシート 

演奏の聴取 

実技テスト 

演奏の聴取 

イ
タ
リ
ア
語
の
言
葉
の
美
し
い
響
き
を

感
じ
な
が
ら 

【歌唱】 

Caro mio ben 

（愛しい私の恋人よ） 

a:曲種に応じた発声の特徴と表

現上の効果との関わりを理解

し、表現している。 

b:音楽を形づくっている要素と

それらの働きが生み出す特質

や雰囲気などを理解しながら

曲種に応じた発声の特徴を生

かした音楽表現を工夫し、どの

ように歌うかについて表現意

図をもっている。 

c: 表現を工夫して歌う学習に主

体的に取り組もうとしている。 

実技テスト 

観察 

演奏の聴取 

ワークシート 

演奏の聴取 

出席状況 

授業態度 

ワークシート 
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ギ
タ
ー
で
弾
き
語
り
に 

 
 

 
 

 
 

 

挑
戦
し
よ
う 

【器楽】 

Happy birthday to you 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:弾き語りをするために必要なギタ

ーの基礎的な演奏技能を身に付け創

造的に演奏している 

b:旋律と和音の特徴を知覚し、それら

の働きが生み出すと特質な雰囲気な

どを感受しながら、表現を工夫してい

る。 

c:ギターの基礎的な奏法の特徴に関

心をもち、弾き語りで演奏する学習に

主体的に取組もうとしている。 

 

実技テスト 

ワークシート 

ワークシート 

演奏の聴取 

実技テスト 

演奏の聴取 

 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ナ
ン
バ
ー
を
歌
お
う 

【鑑賞】【歌唱】 

美女と野獣 他 

 

a:曲想と音楽の構造や歌詞との関わ

りについて理解している。 

b:音色やリズムなどを知覚し、それら

の働き感受しながら、知覚したことと

感受したことのとの関わりについて

考え、どのように歌うかについて表現

意図をもっている。 

c: 音楽の特徴を他の芸術との関わり

に関心をもち、主体的・協働的に鑑賞

の学習活動に取り組もうとしている。 

 

ワークシート 

 

演奏の聴取 演奏の聴取 

３ 

学 

期 

箏
の
音
色
に
親
し
も
う 

【器楽】 

箏の演奏・作譜 

a:曲想を和楽器の音色や奏法との関

わり、および和楽器を使った様々な

表現形態による器楽表現の特徴に

ついて理解している。 

b:音色の違いを知覚しそれらの働き

を感受し、知覚したことと感受した

こととの関わりついて考えながら

表現している。 

c:曲想と和楽器の音色や奏法との関

わり、及び和楽器を使った様々な表

現に関心をもち、主体的・協働的に

器楽の学習活動に取り組もうとし

ている。 

実技テスト 

ワークシート 

ワークシート 

演奏の聴取 

実技テスト 

演奏の聴取 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

※ 評価は、学習の取り組み状況（観察・聴取）、授業態度、実技における課題進捗状況、学習プリ

ントの記入状況、創作作品、小テストなどをもとに総合的に判断して決定します。また、成績

が過去の音楽学習経験の有無によって大きく左右されることのないよう、授業における学習到

達度によって評価します。 


